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品川区では、今年11月に東京で開催される「第25回夏季デフリンピック競技大会東京2025」
を契機として、障害者理解や日本文化・スポーツ体験等の推進を図っています。区立学校でもそ
の趣旨にあった方々を講師に招き、児童・生徒への理解を深める授業を行っています。
品川コミュニティ・スクールのもと、講師を紹介したり、学校地域コーディネーターが講師と
の連絡・調整を行ったりしている事例を、今号ではご紹介いたします。

多文化共生社会を実現しよう！

デフリンピックに向けて

区内中学校卒業生であり、現区立学校保
護者でもある、デフサッカー男子日本代表
前監督の植松隼人氏はじめ、通訳の方や選
手の方を招き、聴覚障害理解のための講演
会とデフサッカー体験の授業が浜川中学校
で行われました。
生徒たちは、はじめは「聞こえない」こ

とを想像することに戸惑っていましたが、
どのようなことをすればお互いにコミュニ
ケーションが取れるのかを体験を通じて理
解していきました。

品川区公式デフリンピックサポーターで
ある植松氏には、聴覚障害の理解促進のた
めに、多くの区立学校にて授業を行ってい
ただいています。

戸越小学校で行われた、
立川左平次師匠による落語の授業

（※１）デフリンピックとは
デフ（Deaf）=「耳が聞こえない」＋オリン
ピックのことで、4年ごとに開催されるデフア
スリートを対象とした国際総合スポーツ競技
大会です。第1回は、1924年にフランスで行わ
れ、今回は100周年の記念すべき大会であり、
日本では初めて開かれます。

手話言語通訳でコミュニケーションを取っ
たり、スタートランプや旗などを使った視覚
による情報保証が特徴です。

多文化共生社会に向けて

品川区立学校では、以前より「市民科」
の時間で、日本文化に触れる授業を行って
います。和楽器に触れたり、茶道や書道を
体験したり、伝統工芸の制作を体験したり
することなどを通して、日本文化への理解
を深めています。
一方で、小学校1年生からの英語教育や

区内大使館の方々はじめ様々な文化の方々
との交流活動など多文化を知る体験を通し
て、多文化共生社会の中で生きる力への礎
を養っています。

英語ボランティアも入って行われる
小山台小学校での英語の授業



品川コミュニティ・スクールの成果の
見える化を図っています

品川コミュニティ・スクールが全校に導入されて
丸７年が経ちました。
その間、各学校では、「地域とともにある学校づ

くり」を目指し、様々な取組を行ってまいりました
が、それらの取組や運営状態が、どのように子ども
たちや教員、保護者、地域にとって、成果を上げて
いるかを、これまでは把握する手だてがありません
でした。
そこで、令和4年度から品川コミュニティ・ス

クールの運営状態を振り返る「品川CSポートフォリ
オ」を活用し始めています。今後の学校運営の改善
につなげられるよう検証しているところです。
品川CSポートフォリオとは、品川コミュニティ・

スクールの運営状態や生み出す成果を可視化し、今
後の学校運営等の改善につなげていくためのツール
です。各学校で、品川コミュニティ・スクールに関
わる方に、WEBアンケートを行い、その結果をもと
に熟議を行い、今後の取組に生かしていきます。
なお、あくまでも各校区教育協働委員会にて、よ

り良い学校とするための対話の材料として使用する
ことを想定し、他校と比較したり、優劣を評価した
りするものではありません。

発行・問い合わせ

品川区教育委員会事務局
指導課学校地域連携係

〒140-8715
東京都品川区広町2-1-36
TEL.03-5742-6595

品川コミュニティ・スクールに
ついて、ホームページで詳細を
ご紹介しています。

品川コミュニティ・スクール 検索

品川地域未来塾指導員 募集！

品川区立学校では、品川コミュニ
ティ・スクールの活動の一環として、
品川地域未来塾を実施し、子どもたち
へ「学びの場」を提供しています。

地域の方々や大学生、講師・指導助
手等に指導員としてご登録いただき、
主に放課後に行います。

参加する子どもたちも、指導員によ
るきめ細やかな少人数の指導に、自身
の「成長」を実感しています。

学びに向かう姿勢や学習の遅れを取
り戻す上でも、未来塾の必要性は高
まっており、多くの指導員を必要とし
ています。

教員免許がない方でも指導員になる
ことができます。ご協力いただける方
は、各校までお問い合わせください。

ボランティアが必要になった時、
お声をかけさせていただきます。
可能な時だけで構いません。

様々な年齢や経験をもった方々
と接することは、子どもたちの
よりよい成長につながります！

登録は随時受け付けております。
詳細は、活動を希望する学校の学校地域
コーディネーターにお問い合わせください。

ボランティア登録のお願い

このツールを利用することで、以下の項目に
ついて、経年で状況を見ていくことができるよ
うになります。

●「校区教育協働委員会の運営」
●「学校・家庭・地域の意識・連携協働の状況」
●「子どもへの効果」
●「大人への効果」

導入してみての感想は、以下の通りです。

多くの地域の方が応援
していることを教員や
児童生徒が実感できる

経営方針や今後の
教育活動に生かせ

そうだ

可視化することで、
優先的に取り組みた
いことが見えてくる

趣旨をご理解いただき、今後ともご協力をお願い
致します。


